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開
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存
統
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問
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点
と
歳
入
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デ
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補
助
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独
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町
村
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国
項
目
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内
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町
村
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本
稿
の
目
的
は
、
補
助
金
が
市
町
村
の
財
政
支
出
に
及
ぼ
す
影
響
を
定

量
的
に
把
握
し
、
近
年
財
政
赤
字
を
背
景
と
し
て
種
々
の
議
論
を
呼
ん
で

い
る
補
助
金
の
効
果
に
つ
い
て
、
実
証
的
な
立
場
か
ら
何
ら
か
の
示
唆
を

得
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
次
大
戦
以
降
、
先
進
工
業
諸
国
の
聞
で
一
様
に
国
民
経
済
に
占
め

る
政
府
の
比
重
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
以
前
に
も
増
し
て
、
政
府
の
経
済
活
動
(
公
経
済
H
財
政
)
を
分
析

す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

政
府
の
中
で
も
都
道
府
県
や
市
町
村
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
、
と
り
わ

け
市
町
村
は
国
民
の
日
常
生
活
に
最
も
密
着
し
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
主
体
と
い
う
意
味
で
重
要
で
あ
る
。

た
だ
し
、
日
本
の
市
町
村
団
体
数
は
三
二
五
五
(
昭
和
五
八
年
三
月
三

一
日
現
在
)
に
も
達
す
る
の
で
、
今
回
は
分
析
対
象
を
福
島
県
下
の
市
町

(

2

)

 

村
に
限
定
す
る
こ
と
に
し
た
。

市
町
村
財
政
を
分
析
す
る
際
は
、
歴
史
・
制
度
に
関
す
る
知
識
が
不
可

欠
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
の
み
で
は
国
が
あ
る
政
策
目
的
を
も
っ
て
市

町
村
に
補
助
金
を
交
付
し
た
場
合
、
市
町
村
が
そ
の
補
助
事
業
に
上
乗
せ

し
て
同
種
の
単
独
事
業
を
実
施
す
る
か
否
か
、
補
助
金
の
交
付
に
よ
る
財

源
の
余
裕
が
他
の
ど
の
項
目
の
支
出
を
誘
発
す
る
の
か
な
ど
の
情
報
は
得

ノ、
九
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ら
れ
ず
、
定
量
分
析
が
必
要
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
ま
で
経
済
学
の
立
場
か
ら
市
町
村
財
政
を
分
析

し
た
研
究
に
は
規
範
的
な
も
の
や
制
度
論
が
多
く
、
実
証
的
な
定
量
分
析

(
3
)
 

の
例
は
少
な
い
。

以
上
の
問
題
意
識
か
ら
、
本
稿
の
主
限
は
福
島
県
下
市
町
村
を
ク
ロ
ス

セ
ク
シ
ョ
ン
で
定
量
的
に
分
析
す
る
点
に
あ
る
が
、
ま
ず
こ
と
三
に
お
い

て
日
本
経
済
に
お
け
る
地
方
財
政
の
比
重
を
確
認
し
、
市
町
村
を
中
心
に

近
年
の
動
向
を
概
観
し
た
う
え
で
、
福
島
県
下
市
町
村
に
つ
い
て
は
聞
の

H
、
同
で
財
政
構
成
を
既
存
の
分
類
に
基
づ
い
て
整
理
し
た
。

次
に
、
同
、
岡
で
経
済
分
析
の
目
的
に
合
致
し
た
支
出
分
類
を
提
示
し
、

さ
ら
に
同
と
同
で
試
論
的
に
補
助
事
業
費
を
明
示
的
に
導
入
し
た
項
目
別

の
支
出
関
数
を
計
測
し
補
助
金
と
支
出
項
目
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。

最
後
に
五
で
分
析
結
果
の
要
約
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
残
さ
れ
た
問
題

に
触
れ
、
今
後
の
研
究
方
向
を
確
認
し
た
。

注
(

l

)

こ
こ
で
は
「
補
助
金
」
を
狭
義
の
補
助
金
以
外
に
負
担
金
、

委
託
金
を
含
め
た
国
庫
支
出
金
お
よ
び
県
支
出
金
の
総
称
と
し

て
用
い
て
い
る
。
以
下
特
に
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
時
以
外
は

こ
の
意
味
で
用
い
る
が
、
財
源
調
整
の
た
め
の
地
方
交
付
税
交

付
金
等
の
使
途
を
特
定
さ
れ
な
い
一
般
補
助
金
は
こ
の
中
に
含

め
な
い
。

(

2

)

福
島
県
を
分
析
対
象
に
し
た
理
由
は
、
補
助
金
の
影
響
が
特

七
O 

に
強
い
農
村
的
市
町
村
が
多
い
東
北
の
県
で
あ
る
こ
と
、
お
よ

び
わ
れ
わ
れ
が
数
度
に
わ
た
っ
て
調
査
を
行
な
い
、
資
料
の
蓄

積
が
豊
富
な
こ
と
に
よ
る
。

(

3

)

日
本
の
研
究
で
市
町
村
を
P

ロ
ス
セ
F
シ
ョ

γ
分
析
し
た
も

の
と
し
て
は
愛
知
県
下
の
市
町
村
を
対
象
と
し
た
恒
松
〔
日
〕

が
先
駆
的
業
績
で
あ
る
。
野
口
他
〔
悶
〕
第
直
部
で
は
ア
ソ
ケ

l

ト
調
査
を
基
に
し
て
数
量
化
理
論
を
用
い
た
分
析
が
な
さ
れ

て
い
る
。

石
H
山
下
〔
2
〕
、
山
下
〔
円
〕
は
県
を
対
象
と
し
て
タ
ロ
ス

セ
タ
シ
ョ

γ
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

外
国
文
献
に
つ
い
て
は
野
口
〔
同
〕
に
よ
る
サ
ー
ベ
イ
を
参

照
。

二
、
日
本
経
済
に
お
け
る
地
方
財
政

第
l
表
は
、
日
本
経
済
に
お
け
る
政
府
の
経
済
活
動
の
比
重
を
、
国
民

経
済
計
算
の
圏
内
総
支
出

(
G
D
E
)
に
対
す
る
公
的
支
出
の
比
率
を
指

標
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

公
的
支
出
の
合
計
の
割
合
は
昭
和
四
五
年
度
の
一
五
・
六
%
か
ら
五
三

年
度
の
二
0
・
0
%
へ
と
増
大
し
た
。
し
か
し
、
近
年
、
財
政
赤
字
の
影

響
で
政
府
支
出
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
た
め
、
五
四
年
度
以
降
の
割
合
は
漸

減
し
て
い
る
。

次
に
公
的
支
出
の
内
訳
を
支
出
主
体
別
の
割
合
で
み
る
と
、
中
央
政
府



七

第 l表 圏内総支出に占める公的支出の割合
(単位:%) 

圏内総支出に占める割合 公的支出に占める割合

X |うち |うち |うち
公的支出中央政府地方政府社基会保金障 吋府|地方政府 I~吋

昭和 45 15.6 5.1 32.6 66.5 

46 17.0 5.3 11. 6 0.1 30.9 68.3 

47 17.7 5.6 12.0 0.1 31. 6 67.6 

48 17.3 5.3 11. 8 0.1 30.7 68.5 

49 18.8 5.6 13.1 0.2 29.8 69.4 

550 l 1 
19.4 5.8 13.4 0.2 30. 1 69.0 

18.7 5.6 13.0 0.2 29.7 69.4 

52 19.4 5.8 13.4 0.2 30.0 69. 1 

53 20.0 6.0 13.9 0.2 30.1 69. 1 

54 19.9 5.8 13.9 0.2 29.0 70.2 

55 19.6 5.6 13.9 0.2 28.4 70.8 

56 19.5 5.4 14.0 0.2 27.5 71. 6 

57 18.9 5.1 13.6 0.2 27.1 72.0 

58 18.4 5.0 13.2 I 0.2 27.4 71. 6 i 

注(1) 経済企画庁『国民経済計算年報』より算出.

% 

80 

70 

60 
"'-

Y 

(2) 新 SNAベース.

』一一一司一般政府の最終i肖資支出に占める割合

』一一-・公的総資本形成にI'iめる割合

7仏4LムLL775.0 75.0 75.1 75.4 75~35.0 

6tL~.L2__~L. 5 
65.5 _~?:.l~-~;;:~----~:' 

611JtlJi-LEKLfとし11Latu-JLJ-1リ/r，

・'

0.9 

0.8 

0.8 

0.8 

0.8 

0.8 

0.9 

0.9 

0.8 

0.8 

0.8 

0.9 

0.9 

1.0 

u 45 46 47 48 49 5心 51 52 53 54 55 56 57 58年度

第 1図公的支出に占める地方政府支出の割合L

資料:第 1:表に同じ.
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の
構
成
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が
四

0
年
代
後
半
に
比
較
し
て
低
下
し
て
い
る
の
に
対
し
、
地

(

i

)

 

方
政
府
の
構
成
比
は
上
昇
し
て
お
り
、
政
府
部
門
内
の
地
方
政
府
の
比
重

ハ
2
)

の
増
大
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
公
的
支
出
を
「
一
般
政
府
の
最
終
消
費
支
出
」
と
「
公
的
総

資
本
形
成
」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
占
め
る
地
方
政
府
の
割
合
を
示
し
た

の
が
第
一
図
で
あ
る
。

「
一
般
政
府
の
最
終
消
費
支
出
」
に
占
め
る
地
方
政
府
の
割
合
は
、
近

年
七
五
%
前
後
で
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る
が
、
「
公
的
総
資
本
形
成
」

に
占
め
る
劃
合
は
、
四
五
年
度
の
六
一
・
七
%
か
ら
五
八
年
度
の
六
七
・

五
%
へ
と
上
昇
し
て
お
り
、
特
に
投
資
主
体
と
し
て
の
地
方
政
府
の
役
割

が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
公
的
支
出
に
占
め
る
地
方
政
府
の
支
出

割
合
が
大
き
い
こ
と
が
即
、
地
方
自
治
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
の
地
方
財
政
上
固
有
の
問
題
と
し

〔

3
〉

て
の
機
関
委
任
事
務
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
点
に
注
意

を
喚
起
す
る
だ
け
に
と
ど
め
る
。

注
(

l

)

国
民
経
済
計
算
上
は
「
地
方
公
共
団
体
」
に
「
地
方
公
社
」

を
加
え
た
「
地
方
政
府
部
門
」
が
地
方
財
政
を
代
表
し
て
い
る
。

以
下
単
に
都
道
府
県
と
市
町
村
の
普
通
会
計
を
分
析
す
る
際
は

「
地
方
公
共
団
体
」
と
す
る
。

(

2

)

こ
の
事
実
は
、
ピ
1

コ
ッ
P
(
〉・

M
M
2
2
n
r
)
と
ワ
イ
ズ
マ

七

γ

Q
・
4

司
呂
町
岡
田
国
ロ
〉
に
よ
る
、
経
費
に
お
け
る
政
府
間
配
分

関
係
で
は
し
だ
い
に
・
中
央
集
中
に
な
る
と
い
う
「
集
中
化
過
程

(
n
c回
目
。
ロ
可
箆
芯
ロ
匂
同
c
n
g
m
)」
仮
説
と
矛
盾
す
る
。

高
橋
誠
は
財
政
支
出
の
地
方
集
中
現
象
の
説
明
と
し
て
、
プ

レ
λ

ト
(
司
自
己
)
の
唱
え
た
「
相
対
価
格
効
果
」
を
用
い
て
い

る
。
「
相
対
価
格
効
果
」
と
は
、
財
政
支
出
内
で
教
育
や
社
会
保

障
な
ど
の
対
人
的
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
ウ
ェ
ー
ト
が
高
ま
っ
て
き

た
こ
と
に
関
連
す
る
ら
こ
の
結
果
、
相
対
的
に
公
務
労
働
の
生

産
性
が
低
い
部
署
に
人
的
資
源
が
投
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

民
間
部
門
に
比
べ
て
公
共
部
門
の
生
産
性
の
伸
び
が
低
く
な
る

と
い
う
仮
説
で
あ
る
。

高
橋
は
こ
れ
を
敷
指
し
て
、
教
育
や
社
会
保
障
な
ど
の
対
人

的
位
会
サ
1
ピ
且
の
多
く
を
担
う
の
は
地
方
財
政
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
結
果
と
し
て
地
方
財
政
の
ウ
ェ
ー
ト
が
高
ま
る
と
し
て
い

る。
「
集
中
化
過
程
」
お
よ
び
「
相
対
価
格
効
果
」
の
解
説
と
し

て
は
高
橋
〔

9
〕
第
三
章
お
よ
び
第
八
章
を
参
照
。

(

3

)

機
関
委
任
事
務
と
は
、
園
生
す
が
地
方
団
体
の
首
長
、
教
育
委

員
会
、
農
業
委
員
会
等
の
地
方
団
体
の
機
関
を
国
等
の
機
関
と

み
な
し
、
委
任
し
た
事
務
の
事
で
あ
る
。
委
任
を
受
け
た
機
関

は
事
務
執
行
に
あ
た
っ
て
は
国
の
出
先
機
関
と
し
て
の
性
格
を

持
つ
こ
と
に
な
る
。

こ
の
機
関
委
任
事
務
の
数
は
非
常
に
多
く
、

一
説
に
よ
る
と



現
行
の
地
方
団
体
事
務
の
七
割
以
上
に
も
の
ぼ
る
と
一
言
わ
れ
て

い
る
。
米
原
〔
げ
〕
、
一
八

t
一
九
頁
。
な
お
、
特
に
法
的
側
面

を
簡
明
に
解
説
し
た
も
の
と
し
て
は
兼
子
〔
3
〕、一一ニ

O
t
一

五
ニ
頁
参
照
。

近
年
に
お
け
る
市
町
村
財
政
の
動
向

凶
川
市
町
村
の
歳
入
構
成

第
二
図
は
主
要
な
歳
入
項
目
の
構
成
比
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

地
方
税
の
構
成
比
は
四

0
年
度
以
降
低
下
傾
向
に
あ
っ
た
が
五
三
年
度

(
I〉

を
境
に
上
昇
し
、
五
七
年
度
は
三
四
・
七
%
で
あ
る
。
こ
れ
に
地
方
交
付

税
交
付
金
等
を
加
え
た
一
般
財
源
の
合
計
に
は
大
き
な
変
動
は
な
く
、
五

割
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

次
に
、
歳
入
総
額
の
う
ち
上
級
団
体
に
依
存
す
る
割
合
を
第
2
表
で
み

る
こ
と
に
す
る
。
近
年
は
、
都
道
府
県
・
市
町
村
の
両
団
体
問
で
地
方
交

付
税
や
地
方
議
与
税
(
以
下
こ
の
両
者
を
合
わ
せ
て
「
財
源
調
整
交
付

金
」
と
呼
ぶ
。
)
の
占
め
る
割
合
に
大
差
は
な
い
。
し
か
し
都
道
府
県
は

市
町
村
に
比
較
し
て
国
庫
支
出
金
に
依
存
す
る
割
合
が
大
き
い
の
で
、
上

級
団
体
(
国
)
に
依
存
す
る
割
合
は
、
最
近
で
は
四
四

t
四
五
%
で
市
町

村
が
上
級
団
体
(
国
お
よ
び
都
道
府
県
)
に
依
存
す
る
割
合
が
四
0
4
F
弱

な
の
に
比
べ
て
高
い
。

た
だ
し
都
道
府
県
が
上
級
団
体
に
依
存
す
る
割
合
が
三

0
年
代
に
比
較

《
ノ
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補
助
金
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市
町
村
の
財
政
支
出
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第2図市町村の歳入構成の推移

資料:自治省『地方財政統計年報.11-
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〈単位:%) 

A B C D E 

地方交付税
都道府県支 B+C + 国庫支出金 A十D

地方議与税
出金

(都道府県〉

昭和35年度 19.2 29.4 29.4 48.6 

40 19.0 30. 1 30. 1 49.0 

45 17.5 25.6 25.6 43. 1 

50 17.5 27.0 27.0 44.5 

55 18.1 27.0 27.0 45.1 

57 18.6 25.6 25.6 44.2 

(市町村〕

昭和35年度 12.3 12.4 5. 3 17.7 30.0 

40 14.4 13.6 5.4 19.0 33.4 

45 20.2 11. 7 5.4 17.1 37.3 

50 18.1 14.9 5.6 20.5 38.6 

55 17.8 15.6 6.0 21. 6 39.4 

57 17.5 14.6 5.8 20.4 37.9 
一一一一

上級団体に対する依存度第 2表

七
四

注.自治省『地方財政統計年報』より算出.

し
て
低
下
し
て
い
る
の
に
対
し
、
市
町
村
で
は
五
七
年
度
を
除
き
、

四
五
年
度
以
降
こ
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
四
五
年
度
か
ら
五
五
年
度
に
至
る
一

0
年
間
で
財
源
調

整
交
付
金
の
割
合
が
二

0
・
二
%
か
ら
一
七
・
八
%
へ
と
低
下
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
庫
支
出
金
と
県
支
出
金
の
割
合
の

合
計
が
一
七
・
一
%
か
ら
一
二
・
六
%
へ
と
上
昇
し
た
た
め
で
あ

り
、
市
町
村
財
政
に
お
け
る
補
助
金
の
比
重
の
増
大
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
三

0
年
代
に
比
較
す
る
と
近
年
低
下
し
て
い
る
と
は

い
え
、
財
源
調
整
受
付
金
の
割
合
の
水
準
自
体
は
高
い
の
で
、
コ
一

五
年
度
か
ら
五
五
年
度
に
か
け
て
の
上
級
団
体
へ
の
依
存
度
は
三

O
%
か
ら
三
九
・
四
%
へ
と
九
・
四
ポ
イ
ン
ト
も
上
昇
し
て
お
り
、

都
道
府
県
と
好
対
照
を
な
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
構
成
が
変
化
し
て
い
る
も
の
で
重
要
な
の
は
、
五

0

年
代
に
構
成
比
が
上
昇
し
た
地
方
債
の
動
向
で
あ
る
。

四
八
年
秋
の
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
は
日
本
経
済
の
各
面
に
重

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
と
れ
は
地
方
財
政
に
と
っ
て
も
例
外
で

は
な
く
、
四
九
年
度
半
ば
か
ら
と
ら
れ
た
引
締
め
政
策
に
よ
る
デ

フ
レ
効
果
に
よ
り
、
地
方
税
収
入
は
五

0
年
度
に
戦
後
初
め
て
前

年
度
を
下
回
っ
た
。
こ
の
た
め
、
赤
字
団
体
の
数
が
急
増
し
、
「
地

方
財
政
の
危
機
」
と
呼
ば
れ
る
状
態
に
陥
っ
た
。

第
3
寮
お
通
り
、
五

0
年
度
以
降
赤
字
国
体
数
は
減
少
し
て
い



赤字国体数の推移

都 道 府 県 市 町 村

品数 Iw<*~利関(~) 品数|赤品数|験(~)
昭和45年度 46 3，284 160 4.9 

48 47 2 4.3 3，303 120 3.6 

49 47 6 12.8 3，297 157 4.8 

50 47 27 3，280 213 6.5 

51 47 9 19.1 3，27ヲ 108 3.3 

52 47 2 3，279 ヲ5 2.9 

53 47 2 4.3 3，278 62 1.9 

54 47 2 4.3 3，278 46 1.4 

55 47 2 3，278 53 1.6 

56 47 2.1 3，278 58 1.8 

57 47 O 3，278 55 1.7 

第 3表

自治省『地方財政白書.!].

ここでの赤字国体とは実質収支が赤字の団体をさす.

市町村の全団体数には一部事務組合は含まれていない.

実質収支=(歳入 歳出)-(翌年度に繰り越すべき財源、〕

T
A
q
a
9
U
A
-

注

る
が
、
こ
れ
は
玉
一
年
度
以
降
地
方
債
を
増
発
し
た
た
め
で
あ
担
、
こ

れ
が
地
方
債
収
入
割
合
の
上
昇
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
歳
入
総
額
に
対
す
る
地
方
債
の
宋
償
還
残
高

を
示
し
た
第
4
表
に
明
瞭
に
現
わ
れ
て
お
り
、
赤
字
団
体
数
の
減
少
が

必
ず
し
も
地
方
財
政
の
状
況
の
好
転
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
が

(

2

)

 

わ
か
る
。

同
市
町
村
の
歳
出
構
成

歳
出
分
類
を
行
な
う
際
に
は
通
常
、
地
方
公
共
団
体
が
ど
の
行
政
目

的
の
事
務
に
ど
れ
だ
け
の
経
費
を
か
け
て
い
る
か
を
み
る
「
目
的
別
分

(

3

)

 

類
」
と
経
費
の
経
済
的
性
質
を
基
準
に
分
類
し
た
「
性
質
別
分
類
」
の

二
つ
が
あ
る
。
第
三
図
は
ま
ず
前
者
の
「
目
的
別
分
類
」
に
よ
る
主
要

項
目
の
構
成
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

土
木
費
と
教
育
費
の
二
項
目
は
一
貫
し
て
シ
ェ
ア
が
高
く
、
戦
前
、

(
4〉

戦
後
を
通
じ
て
伝
統
的
な
地
方
公
共
団
体
の
役
割
を
示
し
て
い
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
四

0
年
代
後
半
に
民
生
費
の
構
成
比
が
上
昇
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
期
に
特
に
大
都
市
地
域
を
中
心

に
福
祉
政
策
の
拡
充
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
が
、
近
年
は

厳
し
い
財
政
事
情
の
影
響
か
ら
構
成
比
は
一
七
%
前
後
で
停
滞
し
て
い

る。
ま
た
、
農
林
水
産
業
費
は
五
・
五

t
七
%
で
、
大
き
な
変
化
は
な
い
。

七

五



第 4表歳入総額に対する地方債残高の割合
〈単位・百万円， ，の

入 総 額 地方債B 残高 B 
(A) (B) A 

(都道府県〉

昭和 35年度 1，277，346 411，960 32.3 

45 6，053，912 1，260，297 20，8 

48 10，277，161 2，990，544 29. 1 

50 14，476，153 5，140，750 35.5 

51 16，132，461 6，678，805 41. 4 

53 21，155，828 10，345，184 48.9 

55 24，ヲコ8，965 13，538，568 54.4 

56 26，650，187 14，922，747 56.0 

57 27，731，371 16，214，298 58.5 

(市町村)

昭和 35年度 816，355 285，333 35.0 

45 4，535，219 1，714，386 37.8 

48 8，862，120 3，837，494 43.3 

50 12，890，391 6，222，355 48.3 

51 14，81ヲ，35ヲ 7，847，190 53.0 

53 19，986，130 11，818，469 5ヲ.1

55 24，366，831 15，ヲ93，988 65.6 
56 26，083，736 17，829，155 68.4 

57 27，149，570 19，43ヲ，288 71. 6 

注.自治省『地方財政統計年報』より算出.
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第 3図市町村の歳出構成の推移(目的別〉

資料:第 2図に同じ.



次
に
第
四
図
で
歳
出
の
性
質
別
分
類
に
よ
る
構
成
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
分
類
で
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
の
は
普
通
建
設
事
業
費
と
人
件

費
の
二
項
目
で
あ
る
。
こ
の
二
項
目
で
歳
出
総
額
の
五
三

t
五
七
%
を
も

占
め
て
い
る
。

こ
の
二
大
項
目
の
構
成
比
の
変
化
で
特
徴
的
な
の
は
、
五

0
年
代
初
頭

に
至
る
ま
で
両
者
が
ま
っ
た
く
逆
の
動
き
を
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
地
方
財
政
の
状
況
が
比
較
的
良
好
な
時
に
は
普
通
建
設
事
業
費

の
構
成
比
が
上
昇
し
、
人
件
費
の
構
成
比
が
低
下
す
る
と
い
う
関
係
が
あ

り
、
地
方
財
政
が
悪
化
し
て
い
る
時
に
は
逆
の
現
象
が
起
き
て
い
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
「
人
件
費
が
非
弾
力
的
な
経
費
で
あ
る
の
に
対
し
、

普
通
建
設
事
業
費
は
、
義
務
的
経
費
を
支
出
し
た
あ
と
の
余
裕
財
源
で
行

な
わ
れ
る
と
い
う
、
残
余
的
性
格
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
ο

こ
の
た

め
普
通
建
設
事
業
費
の
構
成
比
は
、
歳
入
が
大
き
く
伸
び
財
政
状
況
が
良

好
で
あ
る
時
期
に
は
高
く
な
り
、
逆
に
財
色
状
況
が
逼
迫
し
て
い
る
時
に

は
低
く
な
る
。
」
(
米
原
〔
げ
〕
、
八
四
頁
)
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
五
三
年
度
以
降
は
二
大
経
費
の
構
成
比
が
そ
ろ
っ
て
低
下
す

る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
説
明
と
は
矛
盾
す
る
動
き
を
し
て
い
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
。

(

5

)

 

そ
の
他
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
四

0
年
代
後
半
に
始
ま
る
扶
助
費
の
構

成
比
の
上
昇
で
あ
る
。
こ
れ
は
目
的
別
分
類
に
お
け
る
民
生
費
の
割
合
の

(
6〉

上
昇
と
表
裏
一
体
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

《
ノ
l
ト
》

補
助
金
と
市
町
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の
財
政
支
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資料第 2図に同じ.
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《
ノ
l
卜
》

補
助
金
と
市
町
村
の
財
政
支
出

ま
た
、
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
の
財
政
危
機
以
後
増
発
さ
れ
た
地
方

債
の
影
響
-
か
公
債
費
の
割
合
の
上
昇
と
い
う
形
で
現
わ
れ
て
い
る
。

(
7〉

こ
れ
と
扶
助
費
の
構
成
比
の
上
昇
が
相
伴
っ
て
義
務
的
経
費
の
割
合
の

上
昇
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
市
町
村
財
政
の
自
由
度
が
狭
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

同
地
方
財
政
危
機
の
要
因

H
t同
で
歳
入
・
歳
出
の
構
成
変
化
を
み
る
な
か
で
、
第
一
次
石
油
シ

ョ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
地
方
財
政
も
歳
入
不
足
に
陥
り
、
そ
れ
が
地
方
債

の
累
積
、
歳
出
に
お
け
る
公
債
費
割
合
の
上
昇
を
も
た
ら
し
、
財
政
の
硬

直
化
と
い
う
形
で
地
方
財
政
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た。
し
か
し
「
地
方
財
政
の
危
機
」
と
呼
ぶ
場
合
、
問
題
は
単
に
税
収
の
伸

び
率
低
下
と
い
う
よ
う
な
歳
入
面
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
高
度
経
済
成
長

期
に
形
成
さ
れ
た
歳
出
構
造
に
内
在
し
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い

て
若
干
敷
街
す
る
こ
と
に
す
る
。

第
五
図
は
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
起
き
た
昭
和
四
八
年
度
以
降
の
地

方
財
政
の
歳
入
と
歳
出
の
変
化
を
指
数
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
歳
入
を
み
る
と
、
地
方
税
収
入
の
伸
び
が
石
油
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の

四
九
、
五

0
年
度
に
特
に
低
く
、
五
七
年
度
に
至
る
ま
で
歳
出
総
額
の
指

数
を
下
回
っ
て
お
り
、
こ
の
差
を
五

0
年
代
以
降
に
地
方
債
を
増
発
し
て

七
八

(

8

)

 

埋
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

歳
出
項
目
の
内
-
訳
で
は
、
性
質
別
分
類
で
歳
出
総
額
の
指
数
を
上
回
っ

て
い
る
の
は
公
債
費
、
と
扶
助
費
の
二
項
目
で
あ
る
。

結
局
、
地
方
財
政
の
危
機
と
は
、
高
度
経
済
成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
の

移
行
に
伴
い
、
地
方
税
収
入
の
伸
び
率
が
低
下
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

扶
助
費
な
ど
の
移
↑
私
支
払
い
経
費
の
よ
う
に
、
高
度
経
済
成
長
期
に
組
み

(

9

)

 

込
ま
れ
た
経
費
構
造
が
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

財
政
が
呆
た
す
主
要
機
能
の
う
ち
、
所
得
再
分
配
機
能
が
優
越
し
、
そ

の
た
め
の
移
転
支
払
い
に
よ
る
政
府
部
門
の
拡
大
と
い
う
点
に
関
し
て
は

中
央
政
府
と
同
様
で
あ
り
、
そ
の
縮
図
と
も
言
え
る
。

財
政
危
機
下
で
も
地
方
公
共
団
体
は
義
務
的
経
費
は
支
出
せ
ざ
る
を
え

な
い
の
で
、
普
通
建
設
事
業
費
が
抑
制
さ
れ
る
結
果
に
な
る
。
(
第
五
図

的
の
普
通
建
設
事
業
費
の
伸
び
を
参
照
せ
よ
。
)
従
来
な
ら
こ
れ
で
人
件

費
の
構
成
費
が
上
昇
し
、
普
通
建
設
事
業
費
の
構
成
比
が
低
下
す
る
の
で

あ
る
が
、
既
述
し
た
通
り
、
五
三
年
度
以
降
両
者
と
も
構
成
比
が
低
下
し

て
い
る
の
は
、
地
↓
刀
債
増
発
の
結
果
と
し
て
、
公
債
費
の
急
増
に
よ
り
歳

出
総
額
が
増
大
し
た
た
め
で
あ
る
。

五
四
年
度
以
降
地
方
税
収
入
が
回
復
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て

多
額
の
来
償
還
地
中
刀
債
残
高
が
あ
る
た
め
、
今
後
と
も
公
債
費
の
伸
び
が

(
悶
〉

続
く
と
い
う
問
題
か
』
残
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
将
来
的
に
地
方
交
付
税
交
付
金
の
大
幅
な
伸



七
九

指

数

制

200 

(a)主要な歳入項目
地方債

↓訂1.3 山国嘩支出金

ノー-¥Eて二五士二三完::11←」

/ ，/・ジタ~
ノ/'./'Zづr Y以内H

〆--二f合/¥一
ム戸デY 池川

4ω9 5印o 5日 5臼2 5臼3 5弘4 5臼5 5日6 5幻7年j皮支

菱| 伶川) 主要な刊川;T肌P

700 

600 

500 

400 

300 

200 

49 50 51 52 53 54 55 56 57年度

第5図 第 l次石油ショック以後の歳入・歳出の伸び

資料:第 2図に同じ.



補
助
金
と
市
町
村
の
財
政
支
出

《
ノ
l
ト
》

ハ
日
)

ぴ
は
期
待
で
き
ず
、
第
五
図
刷
の
国
庫
支
出
金
の
指
数
が
歳
入
総
額
を
上

回
っ
て
い
る
こ
と
に
も
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
水
準

を
維
持
す
る
た
め
に
地
方
公
共
団
体
が
補
助
金
に
依
存
す
る
割
合
が
今
後

も
減
少
す
る
こ
と
は
な
い
と
恩
わ
れ
る
。

以
上
の
全
国
的
動
向
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
特
に
補
助
金
の
効
果
を
析

出
す
る
た
め
に
、
次
に
福
島
県
市
町
村
を
対
象
に
分
析
し
て
い
く
こ
と
に

す
る
。注

(

l

)

地
方
税
収
入
が
歳
入
総
額
に
占
め
る
割
合
が
約
三
割
な
こ
と

か
ら
一
般
に
「
三
割
自
治
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
財
源
面
か

ら
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
他
ニ
の
注
(

3

)

で
述
べ
た
よ

う
に
地
方
公
共
団
体
固
有
の
事
務
が
三
割
し
か
な
い
事
実
を
指

す
場
合
も
あ
る
。
米
原
〔
げ
〕
、
一
七
頁
。

(

2

)

こ
の
部
分
の
記
述
は
米
原
〔
日
〕
に
負
っ
て
い
る
。

(

3

)

目
的
別
分
類
の
議
会
費
、
総
務
費
な
ど
の
区
分
は
歳
出
予

算
-
決
算
の
款
の
分
類
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

(

4

)

米
原
〔
口
〕
、
五
七
頁
。

(

5

)

扶
助
費
と
は
生
活
保
護
法
、
児
童
福
祉
法
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
社
会
福
祉
関
係
法
の
規
定
に
よ
り
、
生
活
困
窮
者
等
に
支

払
わ
れ
る
交
付
金
で
あ
り
、
経
済
学
的
に
は
移
転
的
経
費
に
属

す
る
。こ

の
ほ
か
に
国
が
定
め
た
基
準
を
自
治
体
が
緩
和
し
た
り
、

ま
っ
た
く
独
自
の
施
策
を
行
な
う
場
合
も
あ
る
c

四

0
年
代
後

八

O 

半
か
ら
の
扶
助
費
の
構
成
比
の
上
昇
は
、
こ
の
自
治
体
の
単
独

施
策
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

こ
れ
に
関
し
て
は
「
先
取
り
福
祉
」
と
し
て
積
極
的
に
評
価

す
る
向
、
ぎ
が
あ
る
一
方
、
「
バ
ラ
マ
キ
福
祉
」
と
の
批
判
も
あ

り
、
そ
の
評
価
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。
野
口
〔
ロ
〕
、
一

O
九

t
一一

O
頁。

(

6

)

玉
七
年
度
決
算
に
よ
る
と
、
民
生
費
に
占
め
る
扶
助
費
の
割

合
は
六

0
・
二
%
で
あ
り
、
他
の
目
的
別
分
類
に
よ
る
項
目
と

比
べ
て
か
な
り
高
い
。

(

7

)

性
質
別
分
類
の
う
ち
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
三
項

自
は
自
治
体
の
裁
量
で
決
定
で
き
る
部
分
が
少
な
い
こ
と
か
ら

一
般
に
義
務
的
経
費

k
呼
ば
れ
て
い
る
。
財
務
分
析
的
な
観
点

か
ら
は
、
歳
出
総
額
に
占
め
る
割
合
が
高
い
ほ
ど
財
政
体
質
が

非
弾
力
的
、
夜
直
的
主
判
断
さ
れ
る
。

(

8

)

も
っ
と
も
地
方
公
共
団
体
は
自
由
に
地
方
債
を
発
行
で
ぎ
る

わ
け
で
は
な
く
、
地
方
債
発
行
に
関
し
て
は
地
方
財
政
法
第
五

条
等
に
よ
り
、
目
的
な
い
し
事
業
を
列
挙
し
て
、
そ
の
た
め
の

起
債
を
認
め
る
と
い
う
目
的
拘
束
的
な
起
債
条
件
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
地
方
自
治
法
第
二
五

O
条
に
よ
り
、
都
道

府
県
は
自
治
大
臣
、
・
市
町
村
は
都
道
府
県
知
事
か
ら
許
可
を
受

け
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
「
許
可
制
度
」
が
置
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
同
法
二
二
六
条
一
二
項
で
定
め
ら
れ
て
い

る
「
自
由
起
債
の
原
則
」
と
の
兼
ね
あ
レ
か
ら
議
論
が
あ
る
と



こ
ろ
で
あ
る
。
佐
藤
〔
7
〕
、
三
一
三

t
一
-
二
六
頁
。

(
ヲ
〉
高
度
経
済
成
長
期
に
民
生
費
に
代
表
さ
れ
る
社
会
福
祉
サ

1

ピ
ス
に
要
す
る
経
費
が
地
方
自
治
体
の
歳
出
構
造
に
ピ
ル
ト
イ

ソ
さ
れ
た
こ
と
は
、
ニ
の
注
(

2

)

で
説
明
し
た
「
相
対
価
格

効
果
」
仮
説
に
則
し
て
言
え
ば
、
自
治

体
の
民
生
部
門
へ
の
人
的
投
入
が
増
大

し
、
そ
れ
が
人
件
費
増
か
ら
歳
出
増
を

招
く
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

事
実
、
民
生
関
係
の
職
員
は
第
六
図

の
よ
う
に
、
四
八
年
度
を
一

O
O
と
し

て
五
八
年
度
に
は
一
四
七
と
仔
政
部
門

別
に
み
て
最
大
の
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
一
般
行
政
関
係
職
員
の
合
計

は
一
一
四
と
小
さ
い
。
結
局
、
地
方
自

治
体
は
民
生
関
係
の
サ
ー
ビ
ス
(
社
会

福
祉
サ
ー
ビ
ス
)
需
要
の
増
加
に
対
応

す
る
た
め
民
生
関
係
職
員
を
増
加
さ
せ

は
し
た
が
、
そ
れ
は
一
般
行
政
職
員
枠

の
中
で
対
応
し
、
総
職
員
数
の
増
加
に

は
直
接
つ
な
が
っ
て
は
い
な
い
。

こ
れ
は
、
地
方
自
治
体
は
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
需
要
に
対
応
し
て
、
自
治
体
組

織
内
の
人
的
資
源
配
分
の
効
率
化
に
あ

《
ノ

I
ト
》

補
助
金
と
市
町
村
の
財
政
支
出

指
数
問

147.1 
民生

る
程
度
は
努
め
て
き
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
事
実
、

第
五
図
川
閣
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
人
件
費
の
指
数
は
近
年
で

は
歳
出
総
額
の
指
数
を
下
回
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
「
相
対
価
格
効
果
」
仮
説
は
、
少
な
く
と
も
四

O

140 

130 

120 

110 

100 λ 

58年度57 56 

第6図地方公務員の推移

資料:自治省『地方財政白書d1.

55 54 53 52 51 50 49 



《
ノ
l
ト
》

補
助
金
と
市
町
村
の
財
政
支
出

年
代
後
半
以
降
に
関
す
る
限
り
、
対
人
的
公
共
サ
1
ピ
見
の
需

要
の
増
大
が
そ
の
担
当
部
局
職
員
数
を
増
加
さ
せ
る
点
ま
で
は

現
実
を
説
明
し
て
い
る
が
、
職
員
数
の
増
加
が
人
件
費
増
、
ひ

い
て
は
歳
出
増
に
つ
な
が
る
と
い
う
部
分
は
デ
1

F
か
ら
は
検

証
で
ぎ
な
い
。

た
だ
し
、
こ
の
仮
説
に
関
し
て
は
よ
り
長
い
期
聞
を
対
象
に

分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
旧
)
地
方
債
の
発
行
自
体
が
即
問
題
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
地

方
債
を
公
共
経
済
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
理
論
的
に
分
析
し
た

も
の
と
し
て
は
野
口
〔
日
〕
第
四
章
を
参
照
せ
よ
。

(
日
)
地
方
交
付
税
交
付
金
の
総
額
は
、
四
一
年
度
以
降
、
所
得
税
・

法
人
税
・
酒
税
の
国
税
三
税
の
収
入
額
の
一
二
一
一
%
と
な
っ
て
い

る。
安
定
成
長
期
に
入
っ
て
以
来
、
所
得
税
・
法
人
税
収
入
の
国

民
所
得
に
対
す
る
弾
性
値
は
下
が
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
地
方
交
付
税
交
付
金
の
大
幅
な
増
加
は
期
待
で
き
な
い
。

回
、
補
助
金
と
市
町
村
の
財
政
支
出

付
福
島
県
市
町
村
の
歳
入
構
成

第
5
表
は
五
五
年
度
の
福
島
県
下
、

と
構
成
比
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

全
国
の
市
町
村
平
均
と
対
比
す
る
と
、
ま
ず
地
方
税
収
入
の
割
合
が
二

一
O
市
八

O
町
村
の
歳
入
決
算
額

八

六
-
一
%
と
全
国
平
均
の
一
ニ
て
八
%
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
る
。
逆
に
、

地
方
交
付
税
し
交
付
金
は
二
五
・
二
%
と
全
国
平
均
の
一
五
・
六
%
よ
り
か

な
り
高
く
、
福
島
県
下
市
町
村
の
経
済
力
の
相
対
的
低
位
性
を
象
徴
し
て

い
る
。
こ
の
結
果
レ
ム
級
団
体
に
依
存
す
る
割
合
は
四
九
・
九
%
に
も
達
し
、

全
国
平
均
の
三
九
・
四
%
を
一

0
ポ
イ
ン
ト
も
上
回
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
平
均

4

値
の
み
を
考
察
の
対
象
と
す
る
と
市
町
村
間
の
多
様

性
を
捨
象
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
各
歳
入
項
目
の

金
額
を
住
民
一
人
当
4

た
り
の
金
額
に
換
算
し
、
変
動
係
数
を
計
算
し
て
市

町
村
聞
の
ば
ら
つ
去
、
を
み
る
こ
と
に
し
た
。

(
l〉

第
6
表
の
結
果
か
ら
特
徴
的
な
の
は
、
地
方
税
と
補
助
金
の
変
動
係
数

の
値
は
そ
れ
ぞ
れ
、

0
・
三
四
九
、

0
・
三
七
九
で
あ
り
他
の
項
目
に
比

較
し
て
小
さ
く
、
相
対
的
に
市
町
村
聞
の
ば
ら
つ
き
が
小
さ
い
こ
と
で
あ

る。
こ
れ
に
財
源
調
整
を
目
的
と
す
る
地
方
交
付
税
交
付
金
が
加
わ
る
た
め

に
、
住
民
一
人
当
た
り
の
一
般
財
源
お
よ
び
歳
入
合
計
金
額
の
変
動
係
数

は
0
・
三
四
一
と
さ
ら
に
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

伺
福
島
県
市
町
村
の
歳
出
構
成

歳
出
の
目
的
別
分
類
お
よ
び
各
項
目
中
の
性
質
別
分
類
に
よ
る
普
通
建

設
事
業
費
と
の
ク
ロ
ス
集
計
を
し
た
の
が
第
7
表
で
あ
る
。

目
的
別
分
類
に
よ
る
各
経
費
の
構
成
は
全
般
的
に
全
国
平
均
と
大
差
が



ii.. 

第 5表福島県市町村の歳入決算額 (55年度)

金 額!構 成比 |構 成比
(百万円) (~の | の全国平均

地 方 税 102，520 26. I 31. 8 

地方議与税 5，526 1.4 1. I 

娯楽施設利用税交付金 328 0.0 o. I 

自重吉車取得税交付金 3，074 0.8 0.8 

地方交付税交付金 ヲ9，087 25.2 15.6 

交通安全対策特別交付金 236 0.1 o. I 

分担金及び負担金 5，285 1.3 1.3 

{吏 用 料 5，ヲ28 1.5 1.7 

手 数 料 1，114 0.3 0.5 

国庫支出金 56，946 14.5 15.6 

県支 出 金 27，796 7. I 6.0 

うち国庫財源を伴うもの (21，045) (5.4) (4.1) 

県費のみのもの (6，751) (1. 7) (1. 9) 

財産収入 5，961 1.5 1.7 

寄 附 金 1，353 0.3 0.7 

繰 入 金 5，183 1.3 1.6 

繰 越 金 8，898 2.3 2.7 

諸 収 入 18，873 4.8 6.2 

地 方 債 44，471 11. 3 11. 3 

歳入合計 392，ω100.0  I 100.0 

資料:福島県『福島県地方財政年報.J]，自治省『地方財政統計年報.J].

第 6表 l人当たり歳入の市町村聞の分散 (55年度)

均 l 標 準偏差 i
〈千円) (千円5-= I変動係数

地方 税

地方交付税交付金

一般財源

補助金

うち園庫支出金

県支出金

地 方 債

歳入合計|

、注(1) サンプ Fレは 83.

34.7 

ヲ3.8

132.1 

47.8 

23.9 

23.8 

32.9 

242.4 

(2) 変動係数=標準偏差/平均.

12目 1

47.9 

45.1 

18. I 

10. I 

13.3 

20.4 

82.6 

0.349 

0.511 

0.341 

0.379 

0.423 

0.559 

0.620 

0.341 



〈国

第 7表福島県市町村の歳出決算額く55年度)

実 額 (百万円) 構 成 比(~の
歳出総額

歳出総額中の普通建設事業費 歳出総額中の普通建設事業費 構成比の

歳出総額
|うち iうち

歳出総額
1うち |うち

全国平均
言十

補助事業費単独事業費
言十

補助事業費単独事業費

議 会 費 5，930 14 1.5 0.0 0.0 1.2 

総 務 費 49，119 3，878 606 3，271 12.8 2.8 O.ヲ 5.2 12.5 

民 生 費 50，939 4， 182 2，492 1，690 13.3 3.0 3.6 2.7 16.7 

衛 生 費 22，510 2，930 1，280 1，599 5. 9 2.1 1.8 2.5 7.8 

労 働 費 5，440 476 147 329 1.4 0.3 0.2 0.5 0.9 

農林水産業費 46，593 29，909 16，481 11，454 12.2 21. 5 23.5 18.2 6.9 

商 工 費 9，330 1，135 248 857 2.4 0.8 0.4 1.4 2.4 

土 木 費 75，024 57，465 24，112 29，677 19.6 41. 4 34.4 47.1 20.4 

消 防 費 12，735 1，958 928 1，031 3. 3 1.4 1.3 1.6 2.9 

教 育 費 73，739 35，660 23，874 11，779 19.3 25. 7 34.0 18.7 19.0 

災害復旧費 3，663 1.0 0.9 

ι~、 債 費 26，352 6.9 7.5 

諸支出金 1，292 1，292 1，292 0.3 0.9 2.1 0.8 

歳出合計 382，6641 138，897 I 7示|…トふ 01 ∞01 ∞01 ∞;;-1 100.0 

資料:第 5表に同じ.



無
い
な
か
で
、
農
林
水
産
業
費
の
割
合
が
一
一
了
二
%
と
全
国
平
均
六
・

九
%
の
約
二
倍
に
な
っ
て
お
り
、
福
島
県
下
に
は
農
村
的
市
町
村
が
多
い

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

普
通
建
設
事
業
費
の
内
訳
で
は
農
林
水
産
業
費
・
土
木
費
・
教
育
費
の

叡
合
が
大
き
く
、
こ
の
三
項
目
で
普
通
建
設
事
業
費
総
額
の
八
八
・
六
%

を
も
占
め
て
い
る
。

こ
の
三
項
目
に
つ
い
て
普
通
建
設
事
業
費
の
う
ち
の
補
助
事
業
費
と
単

独
事
業
費
の
金
額
を
比
較
す
る
と
、
農
林
水
産
業
費
と
教
育
費
の
二
項
目

に
つ
い
て
は
、
普
通
建
設
事
業
費
中
の
補
助
事
業
費
劃
合
が
、
そ
れ
ぞ
れ

五
五
・
一
%
、
六
六
・
九
%
と
単
独
事
業
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
土
木
費
だ
け
は
単
独
事
業
費
の
割
合
が
五
一
・
六
%
と
補
助
事
業
費

よ
り
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
歳
入
の
場
合
と
同
様
の
目
的
で
、
こ
れ
ら
の
経
費
を
住
民
一
人

当
た
り
金
額
に
換
算
し
て
市
町
村
聞
の
ば
ら
つ
き
を
第
B
表
で
み
る
こ
と

に
す
る
。

一
人
当
た
り
歳
出
合
計
の
変
動
係
数
は

0
・
三
四
二
と
小
さ
い
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

普
通
建
設
事
業
費
各
項
目
の
変
動
係
数
の
値
は
一
般
に
大
き
い
が
、
そ

の
中
で
農
林
水
産
業
費
と
土
木
費
に
つ
い
て
は
、
補
助
・
単
独
事
業
と
も

変
動
係
数
が
他
の
項
目
に
比
較
し
て
小
さ
い
。

こ
れ
は
常
識
か
ら
す
る
と
い
さ
さ
か
理
解
に
者
し
む
事
実
で
あ
る
。
な

《
ノ

l
ト
》

補
助
金
と
市
町
村
の
財
政
支
出

l人当たり歳出総額の分散 (55年度〉

歳出総額 道建設|うち | うち
事業費 補助事業費 単独事業費

議 会 費 0.460 5.600 5.6∞ 
総 務 費 0.527 2.262 2.690 

民 生 費 0.299 2.358 2.959 2.444 

衛 生 費 0.399 3.514 6.6ヲl 1. 774 

労 働 費 1.956 5.828 9.125 6.818 

農林水産業費 0.525 0.644 0.806 0.71ヲ

商 工 費 1. 440 3.385 5.833 3.422 

土 木 費 0.404 0.432 0.748 0.539 

?肖 防 費 0.323 0.745 1. 057 1. 046 

教 育 費 0.561 1. 049 1.177 1. 266 

z: 債 重量 0.606 

諸支出金 3.684 3.684 

第 B表

八
五

0.534 0.514 0.436 0.342 

サンプノレは 83.

計A 
Eコ出歳

注.
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ぜ
な
ら
、
例
え
ば
農
林
関
係
の
建
設
事
業
を
考
え
た
場
合
、
一
つ
の
事
業

を
導
入
し
た
際
に
は
予
算
規
模
が
小
さ
い
町
村
の
予
算
が
一
時
的
に
拡
大

(

Z

)

 

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

単
年
度
の
み
の
比
較
で
は
不
確
か
な
の
で
、
五
四
年
度
決
算
に
つ
い
て

も
変
動
係
数
を
求
め
た
が
、
結
果
は
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
各

市
町
村
の
農
業
依
存
度
、
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
水
準
が
異
な
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
農
林
水
産
・
土
木
関
係
の
建
設
事
業
費
は
人
口
に
規
定

さ
れ
て
い
る
面
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
補
助
事
業
に
つ

い
て
敷
得
す
れ
ば
、
農
林
水
産
・
土
木
関
係
の
建
設
補
助
事
業
の
実
効
補

(

3

)

 

助
率
、
が
各
市
町
村
聞
で
異
な
ら
な
い
と
仮
定
し
た
場
合
に
は
、
各
市
町
村

に
は
、
農
林
水
産
・
土
木
関
係
の
建
設
事
業
補
助
金
が
住
民
一
人
当
た
り

比
較
的
均
等
に
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
以
上
の
事
実
に
関
し
て
は
、
時
系
列
の
比
較
・
他
県
市
町
村

と
の
比
較
な
ど
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
点
が
多
い
。

な
お
、
農
林
水
産
業
費
に
関
し
て
は
農
家
戸
数
や
経
営
耕
地
面
積
な
ど

の
農
業
指
標
に
も
と

e

つ
い
て
同
様
な
計
算
を
行
な
っ
た
。
結
果
は
第
9
表

の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、
農
林
水
産
業
費
総
額
、
建
設
事
業
費
(
補

助
・
単
独
も
含
め
て
)
を
問
わ
ず
、
農
家
=
戸
当
た
り
金
額
の
変
動
係
数

が
最
も
小
さ
く
、
ぱ
ら
つ
き
が
小
さ
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
も
興
味
深

い
事
実
で
あ
る
。

八
六

主要農業指標に基づく農林水産関係建設事業費の分散 (55年度〉

|霊草委l建設事業費|うち 1うち
|底無貫補助 事業 費i単独事業費

第 9表

農家 i戸当たり平均金額(千円〕 338.7 226.0 132.8 80.5 

標準偏差(千円〕 114.7 106.3 88.2 45.7 

変動係数 0.339 0.470 0.664 0.568 

農家人口 l人当たり平均金額(千円〕 67.8 45.3 26.7 ! 16.0 

標準偏差(千円〕 24.6 22.4 18.0 9.2 

変動係数 0.363 0.494 0.674 0.575 

農業就業人口 l人当たり平均(金千額円〉 196.6 131. 3 77.7 45.9 

標準偏差(千円〕 83.5 72.5 56.0 27.4 

変動係数 0.425 0.552 0.721 0.597 

経営耕地面積 1ha当たり平均(金千額円〉 261. 0 175.6 104.7 61. 8 

標準偏差(千円〕 127.6 106.0 82.6 38.2 

変動係数 0.489 0.604 O. 793 0.618 

サンプノレは 83.注.
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同
既
存
統
計
の
問
題
点
と
歳
入
・
歳
出
の
モ
デ
ル
化

今
ま
で
は
既
存
の
統
計
分
類
に
依
拠
し
て
考
察
し
て
き
た
が
、
さ
ら
に

分
析
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
。

(

i

)

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
を
考
え
る
場
合
、
目
的
別
分
類
は
項
目

数
が
多
す
ぎ
、
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
の
必
要
が
あ
る
。

(
一
日
)
投
資
と
経
常
サ
ー
ビ
ス
の
区
別
を
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

(…

m
)
以
上
の
区
分
に
加
え
、
歳
出
項
目
ご
と
に
補
助
事
業
と
単
独
事

業
に
分
け
て
ク
ロ
ス
集
計
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
問
題
意
識
の
下
に
、
市
町
村
の
歳
入
と
歳
出
を
分
析
目
的
に
合

わ
せ
て
モ
デ
ル
化
し
た
の
が
第
七
図
で
あ
る
。

歳
入
に
関
し
て
は
特
に
問
題
、
が
な
い
の
で
説
明
は
省
略
す
る
。
歳
出
に

関
し
て
は
、
ま
ず
投
資
的
経
費
、
経
常
サ
ー
ビ
ス
、
公
債
費
、
そ
の
他
に

分
け
る
。

次
に
投
資
的
経
費
を
さ
ら
に
行
政
区
域
内
の
産
業
発
展
を
図
る
た
め
の

「
産
業
関
連
投
資
(
旬
)
」
、
市
町
村
道
、
体
育
館
建
設
や
下
水
道
整
備
な

ど
の
「
生
活
関
連
投
資
(
勺
)
」
の
二
項
目
に
分
割
す
る
。

経
常
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
も
、
「
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
(
句
)
」
、
「
教
育

サ
ー
ビ
ス
(
同
J
」
、
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
「
一
般
行
政
サ
ー
ビ
ス
(
同
J
」

の
三
項
目
に
分
割
す
る
。

最
後
に
E
I
P
の
各
経
費
を
、
国
お
よ
び
県
か
ら
補
助
金
を
交
付
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
支
出
金
額
が
特
定
さ
れ
る
「
補
助
事
業
」
と
各
自
治
体
の

《
ノ
l
卜
》

補
助
金
と
市
町
村
の
財
政
支
出

入

T:地方税

(J' ，J:標準課税分
l Tt:超過課税分

(R):地方交付税交付金等

(G):国庫・県支出金

0:分担金・負担金等

B:地方債

歳出

投 JEl = Et1 +告白
資 lE2= El2 +~~D 

経サ (E'= E，3 +(Em3
; 

2. ~E' = El' +唇士号
訴 lE'= El' +をB

(K):公債費

(S) :その他

歳

第 7図

注.0:非裁量的な変数.

Ei...i=l産業関連投資， i=2生活関連投資，i=3社会福祉サーピス

i=4教育サーピス，i=5一般行政サーピス.

E!i...単独事業，Emi…補助事業.

市町村の歳入・歳出モデル

八
七



《
ノ
I
ト
》

補
助
金
と
市
町
村
の
財
政
支
出

裁
量
に
応
じ
て
支
出
さ
れ
る
「
単
独
事
業
」
に
分
け
、
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ

同
〉
同
事
例
(
凡
u
u
f
M
W
:
J
日
)
と
表
わ
す
こ
と
に
す
る
。

次
に
、
こ
の
分
類
に
よ
る
各
項
目
を
ど
の
よ
う
に
既
存
統
計
と
対
応
さ

せ
る
か
が
問
題
と
な
る
。

こ
こ
で
は
実
際
の
デ

l
タ
と
し
て
『
福
島
県
市
町
村
財
政
年
報
』
(
福

島
県
地
方
課
、
以
下
『
財
政
年
報
』
と
略
称
す
る
)
を
用
い
、
市
町
村
の

公
営
事
業
会
計
を
除
い
た
普
通
会
計
を
対
象
に
し
た
。

ま
ず
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
性
質
別
分
類
の
う
ち
の
普
通
建
設
事

業
費
全
体
が
そ
れ
に
相
当
す
る
と
し
、
さ
ら
に
普
通
建
設
事
業
費
の
目
的

別
内
訳
を
第
八
図
の
よ
う
に
振
り
分
け
た
。

経
常
サ
ー
ビ
ス
の
経
費
は
各
目
的
別
歳
出
額
か
ら
対
応
す
る
普
通
建
設

事
業
費
を
差
し
引
い
た
う
え
で
、
投
資
同
様
第
八
図
の
よ
う
に
分
劃
し
た
。

次
に
各
支
出
項
目

(
E
I
P
)
を
補
助
事
業
(
同
九
)
と
単
独
事
業

(
N
P
J
に
二
分
す
る
必
要
が
あ
る
。

mL
お
よ
び
P
の
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
普
通
建
設
事
業
費
に
つ
い

て
補
助
事
業
費
と
単
独
事
業
費
の
内
訳
が
『
財
政
年
報
』
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
の
で
第
九
図
の
凶
式
の
よ
う
に
各
項
目
の
歳
出
計
(
句
)
か
ら
補
助

事
業
費
を
(
尚
三
)
差
し
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
単
独
事
業
費

(
F
J
が
求

め
ら
れ
る
。

問
題
と
な
る
の
は

p
t
p
の
経
常
サ
ー
ビ
ス
の
分
割
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
経
費
に
つ
い
て
は
『
財
政
年
報
』
か
ら
補
助
事
業
費
分
(
町
九
)
が
得

( 1m菜|対i主投資 (E1)

投資的椛'{'(1 …ibi!ii主ぷιJUU'iのうち農林水産業'('i. 商工貸

l 'U1;Jll:jj主投資 (E2)

..(El)以外の詳通建設事業費

社会九i祉サービス IE3)

-経'出H'{'tのうちl('l'.'{'(.労働'{'(

教育サービス IE4)

…経常経費のうち教育費

一般行政サービス (E5)

…(E3)・(E4)以外の経常経質

れr;t;サービス

市町村の公共支出

]¥. 
i¥. 

市町村における公共支出の分割第 B図



Ei=Eli十E叫 (i=1，2，…， 5)………(1)

投資的経費 (i=1-2) 

Ei.....・普通建設事業費

Em'..…補助事業費

EI'=E'-E明・H ・..……...・H ・..…(2)

経常サーピ^ (i=3-5) 

Emi=会 同
Ki・・・・・・国庫補助金十県支出金

ff1i・・・・・-実効補助率

~ . 
Eli=Ei一二三と

押1i

補助事業と単独事業の分割

-・・(4)

第 9図

a) 

b) 

ら
れ
な
い
の
で
何
ら
か
の
形
で
推
計
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
、
補
助
金
は
補
助
事
業
費
に
補
助
率
を
掛
け
た
も
の
に
等
し
い

か
ら
、
逆
に
第
九
図
の
矧
式
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
常
サ
ー
ビ
ス
の

補
助
金
総
額
を
求
め
、
そ
れ
を
後
述
す
る
方
法
で
算
出
し
た
補
助
率
で
割

り
戻
す
こ
と
に
よ
り
補
助
事
業
費
総
額
を
逆
算
す
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、

P
か
ら
P
そ
れ
ぞ
れ
の
費
目
に
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
国
庫
支
出
金
お
よ
び
県
支
出
金
を
第
一

O
図
の
よ
う
に
分
類
し

た
。
こ
れ
ら
の
合
計
金
額
が
各
経
常
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
内
訳
中
の
補
助
金

《
ノ
l
ト
》

補
助
金
と
市
町
村
の
財
政
支
出

部
分
に
相
当
『
す
る
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
実
効
補
助
率
で
割
る
こ
と
に

よ
り
、
補
助
事
業
費
部
分
が
求
め

ら
れ
る
。

こ
こ
で
県
支
出
金
に
つ
い
て
は

『
財
政
年
報
』
で
は
国
庫
財
源
を

伴
う
も
の
と
県
費
の
み
の
も
の
の

二
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
後

者
は
「
普
通
建
設
事
業
支
出
金
」
、

「
災
害
復
旧
事
業
+
ス
出
金
」
お
よ

び
「
そ
の
他
」
の
三
項
目
に
し
か

分
割
さ
れ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て

P
と

P
に
該
当
す

る
部
分
が
「
そ
の
他
」
の
中
に
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ

れ
ら
を
明
確
に
分
け
る
適
当
な
方

法
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
こ
こ

で
は
さ
し
あ
た
り

F
に
含
め
る
こ

と
に
し
た
。

ま
た
、
国
庫
支
出
金
と
県
支
出

金
の
う
ち
の
災
害
復
旧
事
業
支
出

i生活保護費負担金

l児童保護費負担金

社会福祉サーピス〈老人保護費負担金

l老人医療費負担金

1失業対策事業負担金

教育サーピス一一義務教育費負担金

一般行政サーピス一一国庫支出金および県支出金の総額からよ記項目および普

通建設事業支出金を差し51¥，、たもの.

λ 
九

補助金項目の分類第 10図



第 10表経常サービスの補助金項目の分類

目的 別分類

社サ|生活保護費 (082)

会1I社会福祉費 (083)

立足|失業対策費 (085)

(E
3
) I保険衛生費 (086)

経済性質別分類(新SNA分類コード〉

経常支出 (10)

経常補助金 (40)

対地方政府補助金 (80)のうち資本形成 (82)

|その他 (86)を除くすべて

サ
ー
ビ
ス

η

教

育

日

学校教育費 (071) 経常支出 (10)

社会教育及び文化費 (072)I対地方政府補助金 (80)のうち資本形成 (82)，

その他 (86)を除くすべて

、』ノ臼円
U

〆'に費

、B
ノ

q
E
、
ノ
、
ノ
、
1
ノ
¥
B
ノ

O

Z
プ

0

1

4

6

m
関

山

山

佃

mw
叩

(

ぴ

(

(

(

(

費

及

費

費

費

費

関

全

済

健

策

生

機

保

経

保

対

衛

家

土

業

会

宅

健

闘

国

産

社

住

保

行
政
サ
ー
ビ
ス

η

そ
の
他
の
一
般

σ

経常支出 (10)

経常補助金 (40)

社会保障給付 (50)

社会扶助金 (60)

[対地方政府補助金(的のうち資本形成 0
その他 (φ86の)を除〈すべて

注(1) E5においては，明らかに市町村を対象にしていないと思われるものを省い

ている.例えば，国家機関費のうちの皇室費 (011)など.

(2) ( )内の数字は『補助金便覧』のコード番号を表す.

第 11表経常サービスの補助事業の実効補助率

|社会福pーピ旦|教育サーピ^I一 般 行 一 見
23〉 |(E4〕 55〉

生活保護費 0.7993I学校教育費 0.4992 

失業対策費 0.5837

目的別補助率 l社会福祉費 0.7263 I社会教育及び 0.4552 
文化費

経常サーピス| ハ円l''"'-A I 
全体の補助率 v・山川 l

資料:大蔵省『補助金便覧J
注. 54年度， 55年度の単純平均値.

0.8283 

九
O 



金
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
は
偶
発
的
な
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
で
扱
っ
て
い
る
E
-
P
の
投
資
的
経
費
と
は
性
格
が
多
少
異
な
る
と

い
う
こ
と
、
お
よ
び
総
額
中
の
金
額
シ
ェ
ア
も
約
五
%
前
後
と
小
さ
い
点

な
ど
を
考
慮
し
て
P
に
含
め
た
。

次
に
、
三
分
割
し
た
経
常
サ
ー
ビ
ス
そ
れ
ぞ
れ
の
実
効
補
助
率
を
算
定

す
る
。市

町
村
へ
の
補
助
金
に
は
、
国
庫
補
助
事
業
を
通
じ
て
交
付
さ
れ
る
も

の
と
、
交
付
金
、
負
担
金
、
分
担
金
、
委
託
費
と
い
っ
た
形
で
流
れ
る
も

の
が
あ
る
。
前
者
は
さ
ら
に
、
国
か
ら
の
補
助
金
に
対
し
て
、
都
道
府
県

が
追
加
交
付
し
な
い
場
合
、
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
追
加
交
付
す
る
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
の
補
助
要
綱
等
に
よ
っ
て
追
加
交
付
す
る
場
合
、

の
三
通
り
が
あ
る
。

『
財
政
年
報
』
と
の
対
応
で
は
、
固
か
ら
市
町
村
に
直
接
交
付
さ
れ
る

も
の
は
歳
入
項
目
の
「
国
庫
支
出
金
」
に
、
県
の
単
独
事
業
費
と
県
が
任

意
に
追
加
交
付
す
る
も
の
は
「
県
支
出
金
」
の
う
ち
の
「
県
費
の
み
の
も

の
」
、
そ
れ
ら
以
外
の
も
の
は
「
県
支
出
金
」
の
う
ち
の
「
国
庫
財
源
を

伴
う
も
の
」
の
各
項
目
に
そ
れ
ぞ
れ
計
上
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
厳
密
に
は
、
補
助
金
の
交
付
形
態
別
に
実
効
補
助
率
を
求

め
、
該
当
す
る
歳
入
額
を
そ
れ
で
割
っ
て
補
助
事
業
費
を
算
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
特
に
、
県
が
独
自
の
補
助
要
綱
等
に
よ
っ
て
任
意
に
補
助

金
の
追
加
交
付
を
行
な
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
そ
の
県
内
の
市
町
村

《
ノ

l
ト
》

補
助
金
と
市
町
村
の
財
政
支
出

に
と
っ
て
の
実
』
幼
補
助
率
は
他
の
都
道
府
県
と
は
異
な
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
推
計
に
あ
た
っ
て
は
資
料
の
制
約
も
あ
り
、

『
補
助
金
便
覧
』
ハ
大
蔵
省
主
計
局
)
を
用
い
て
以
下
に
示
す
手
順
で
得

ら
れ
た
全
国
平
均
の
実
効
補
助
率
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

実
効
補
助
率
の
算
定
に
際
し
で
は
、
ま
ず
『
補
助
金
便
覧
』
の
目
的
別

分
類
と
経
済
性
質
別
分
類
(
新
S
N
A
分
類
コ
!
ド
)
に
し
た
が
っ
て

p
・
p
-
P
の
各
費
目
に
対
応
す
る
も
の
を
第
ぬ
表
の
よ
う
に
定
め
た
。

次
に
、
こ
れ
ら
の
コ
l
ド
に
該
当
す
る
補
助
事
業
を
拾
い
出
し
、
こ
の

国
庫
補
助
額
の
ム
口
出
討
を
事
業
総
額
の
合
計
で
割
っ
た
も
の
を
そ
の
年
度
の

実
効
補
助
率
と
し
た
。
こ
の
結
果
は
第
日
表
の
通
り
で
あ
る
。

同
補
助
・
単
独
事
業
の
構
成
と
市
町
村
聞
の
分
散

同
で
提
示
し
た
経
費
分
類
を
推
計
し
た
結
果
が
第
ロ
表
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
福
島
県
下
八
三
市
町
村
は
平
均
し
て
住
民
一
人
当
た
り
約
一
一
三

万
六
千
円
を
支
出
し
て
い
る
。
う
ち
九
万
二
千
円
は
投
資
的
経
費
で
あ
り
、

経
常
サ
ー
ビ
ス
は
一
二
万
四
千
円
で
あ
る
。

投
資
的
経
費
の
内
訳
は
、
生
産
関
連
投
資
が
三
二
・
四
%
を
占
め
、
残

り
が
生
活
関
連
投
資
で
あ
る
。
経
常
サ
ー
ビ
ス
は
、
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス

と
教
育
サ
ー
ビ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
一
七
・
二
%
、
一
八
・
五
%
と
ほ
ぼ
同
じ

割
合
を
占
め
、
残
り
が
一
般
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

補
助
・
単
独
事
・
業
別
の
構
成
で
は
、
歳
出
計
の
う
ち
、
三
三
%
が
補
助

九



動

数

項目別補助.単独事業の構成と市町村問の分散

I~は叩引人泊即訓当引引り~I 歳劇吋一剖出聞昨引計れ引に1|矧(惟口経歳出金額 占める割支出に占めl占める割 l
(千円) 合(%) る割合(%)1合(%) 1係

費 l 匁 2I 39.1 I ∞01 

第 12表

0.436 

生産関連投資 (E') 29.9 12.7 32.4 100.0 0.690 

うち補助事業(Em') 17.2 7.3 18.7 57.5 0.806 

単独 チ (Et') 12. 7 5. 4 13.8 42.5 O. 782 

生活関連投資 (E2) 62.3 26.4 67.5 100.0 0.592 

うち補助事 業(Em2) 27.8 14.7 30. 1 44.6 0.671 

単独 タ (Et2) 34.5 11. 8 37.4 55. 4 0.537 

経的資投

0.298 

社会福祉サーピ^ (E') 21. 3 9.0 17.2 100.0 0.253 

うち補助事 業(Em') 10.3 4.4 8.3 48.4 0.380 

単独 ク (Et') 11. 0 4.7 8.9 51. 6 0.295 

教育トピス (E') 22.9 9.7 18.5 100.0 0.281 

うち補助事業(Em') 0.5 0.2 0.4 19.0 0.526 

単独 ρ (Et') 22.4 9.5 18.1 81. 0 0.281 

fo -
n
ノ
-

Rυ 
円
U4

 

内
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ピサ常経

f
u
一割引

費
一

債
F可L
ι」、

他のそ

0.342 出歳

九

事
業
費
で
、
五
八
・
八
%
が
単

独
事
業
費
で
あ
る
。

ま
た
、
投
資
的
経
費
の
う
ち

四
八
・
八
%
が
補
助
事
業
費
で

あ
り
、
経
常
サ
ー
ビ
ス
の
一
一
一

%
に
比
べ
て
高
く
、
投
資
的
経

費
の
方
が
上
級
団
体
の
影
響
を

強
く
受
け
る
こ
と
を
示
し
て
い

る。

注. サンプノレは 83.

各
項
目
ご
と
に
み
る
と
、
補

助
事
業
費
が
単
独
事
業
費
よ
り

も
大
き
い
の
は
生
産
関
連
投
資

の
み
で
あ
り
、
他
の
項
目
は
単

独
事
業
費
の
方
が
大
き
い
。

変
動
係
数
で
各
経
費
の
自
治

体
聞
の
ば
ら
つ
き
を
み
る
と
、

投
資
的
経
費
全
体
の
変
動
係
数

0
・
四
三
六
に
対
し
、
経
常
サ

ー
ビ
ス
は

0
・
二
九
八
で
、
投

資
的
経
費
の
方
が
ぱ
ら
つ
き
が

大
き
い
。



同
項
目
別
支
出
関
数
の
推
計

同
、
岡
の
準
備
作
業
を
も
と
に
歳
出
各
項
目
の
支
出
金
額
が
ど
の
よ
う

に
決
ま
る
か
を
分
析
す
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
歳
出
総
額
が
何
に
よ
っ
て
決
ま
る
か
を
考
察
す
る
。
一
般
に
、
市

町
村
の
歳
出
総
額
は
各
市
町
村
の
経
済
力
で
は
な
く
財
政
需
要
で
決
ま
っ

(

5

)

 

て
い
る
。
こ
の
財
政
需
要
を
決
定
す
る
の
は
市
町
村
の
規
模
で
あ
り
、
具

体
的
に
は
人
口
が
こ
れ
を
代
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
式
は
歳
出
額
を
人
口
に
回
帰
さ
せ
た
結
果
で
あ
る
。

(
は

W
ユ
叫
薗
『
主
)
吋
4
N川

H
8
8
m
l
T
-
b
印・こ
uo~J
河
川
0

・3
u
y
ミ

u
g

(

卦

)

叫

吋

U
1
8
0
泊二+広喝、。
h
J
H
N
U
0
8吋
白
"
~
〈
リ

O 

(
君
主
)

吋
同
町

Has-小・
日
ー
十

-
8・
u~uc~J
河
U
0・
8
む切

~q

H
叫
臼

H
4
N
同
日
勤

E
皆
軒
並

(
4
3
Y
H
V
。、一〉
E
u
河
口
苗
湿
東
灘
u
ミ
-

e
中
い
¥
け
判
。
、
で
潜

こ
れ
か
ら
、
市
町
村
平
均
で
は
人
口
が
一
人
岨
唱
え
る
ご
と
に
約
一
六
万

六
千
円
の
支
出
増
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

歳
出
総
額
が
人
口
に
ほ
ぼ
比
例
し
て
決
ま
っ
た
と
し
て
、
各
支
出
項
目

の
子
算
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
る
の
か
が
次
の
問
題
で
あ
る
。

財
政
支
出
の
意
思
決
定
方
式
と
し
て
は
、
ク
リ
サ
イ
ン
(
の
お
江
田
内
)
に

(
6〉

よ
る
「
内
部
官
僚
型
」
と
「
外
部
環
境
型
」
の
分
類
が
あ
る
。
「
内
部
官

《
ノ
l
卜
》

補
助
金
と
市
町
村
の
財
政
支
出

僚
型
」
と
は
比
較
的
規
模
の
大
き
い
組
織
に
当
て
は
ま
り
、
前
年
度
予
算

額
を
べ

l
ス
と
し
た
機
械
的
予
算
編
成
(
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
増

分
主
義

C
Z円
O
B
E
S
-
-
ω
B
)
が
あ
る
。
)
が
支
配
的
な
も
の
で
あ
る
。

野
口
他
〔
河
川
〕
に
よ
る
実
証
分
析
の
結
果
で
は
、
日
本
の
一
般
会
計
予
算

が
こ
れ
で
良
く
説
明
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

一
方
の
「
外
部
環
境
型
」
と
は
、
比
較
的
規
模
の
小
さ
い
組
織
に
当
て

は
ま
り
、
相
対
的
に
首
長
の
'
力
が
強
い
。
ま
た
国
・
都
道
府
県
の
影
響
力

も
補
助
金
等
を
通
じ
て
強
く
、
予
算
の
内
容
が
外
的
環
境
の
変
化
に
よ
っ

て
敏
感
に
反
応
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

以
下
の
分
析
で
は
、
比
較
的
人
口
規
模
が
小
さ
い
福
島
県
市
町
村
に
つ

(

7

)

 

い
て
は
後
者
の
「
外
部
環
境
却
と
が
当
て
は
ま
る
と
考
え
、
人
口
で
決
ま

る
財
政
規
模
を
所
与
と
し
て
、
補
助
金
等
の
外
的
環
境
に
反
応
し
て
、
支

出
配
分
を
決
定
す
る
と
想
定
す
る
。

こ
こ
で
、
第
九
図
に
お
け
る

b
f
F
u
の
単
独
事
業
費
五
変
数
を
、
自

治
体
の
裁
量
で
支
出
で
き
る
変
数
と
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
を
被
説
明
変
数
と

す
る
重
回
帰
式
五
本
を
推
計
す
る
こ
と
に
す
る
。

説
明
変
数
と
し
て
は
、
補
助
率
、
が
市
町
村
に
と
っ
て
外
生
的
に
定
め
ら

れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
同
S
M
t同
九
の
各
補
助
事
業
費
五
変
数
、
お
よ

び
自
治
体
に
と
っ
て
の
非
裁
量
的
な
歳
入
項
目
と
歳
出
項
目
の
差
で
あ
る

「
非
裁
量
的
財
政
余
剰

X
」
(
N
H
吋
言
+
均
十
の
|
内
匂
叩
~
)
の
計

六
変
数
を
採
用
し
た
。
こ
の

X
は
自
治
体
の
予
算
制
約
を
示
す
変
数
で
あ

九
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第 13表推 計 結 果(全市町村)

投資項目 | 経常サーピス

生産関連|生活関連|社会福祉|教 育|一般行政
Em'Em2 E慨 E隅 E隅 5

0.256 
キ(3.536)

-0.085 
(ー0.727)

O.∞6 
(0.231) 

0.089 
*(2.443) 

0.080 
(0.874) 
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ホ

*

*

*

0.205 
(1. 363) 

0.014 
(0.058) 

0.168 
べ3.311)

O. 137 
ぺ1.812) 

0.065 
(0.345) 

非裁量的
財政余剰

X 
定数項

O. 123 
*(3.196) 

0.399 
*(6.443) 

-3.220 
(ー0.736)

-9.490 
(ー1.350) 

0.021 I 4.674 
べ1.632)1 *(3.161) 

O. 112 I 7.926 
べ5.807) I *(3.回の
0.659 I ー 11.015 

*(13.578) I *(ー1.998) 

注(1) R'=自由度修正済決定係数， ( )内は t 値* …10%水準で有意，以後の表も同様.

(2) サ γ プノレは 83.



次
に
異
な
る
項
目
簡
の
符
号
を
み
る
と
、
あ
る
項
目
の
補
助
事
業
増
が

予
算
制
約
を
通
じ
て
、
他
の
項
目
の
単
独
事
業
増
を
誘
発
す
る
か
否
か
が

わ
か
る
。
(
正
の
場
合
に
は
誘
発
効
果
を
持
ち
、
負
の
場
合
に
は
削
減
効

果
が
あ
る
。
)

ま
ず
生
活
関
連
補
助
事
業
(
同
盟
M
)

は
他
の
す
べ
て
の
項
目
に
誘
発
効

果
を
持
つ
。
た
だ
し
、
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
(
同
己
と
教
育
サ
ー
ビ
ス

(
F
J
の
単
独
事
業
に
対
し
て
は
、
回
帰
係
数
の
値
が
小
さ
く
、
誘
発
す

る
額
は
小
さ
い
。

そ
の
他
、
生
産
関
連
補
助
事
業
(
同
事
J

が
教
育
サ
ー
ビ
ス
単
独
事
業

(
b
J

に
対
し
て
一
般
行
政
サ
ー
ビ
ス
補
助
事
業
(
問
主
)
が
教
育
サ
ー

ビ
ス
と
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
単
独
事
業

(
N
p
f
t
F
J
に
対
し
て
そ
れ

ぞ
れ
誘
発
効
果
を
持
つ
。

こ
れ
と
は
逆
に
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
補
助
事
業
(
同
九
)
は
生
産
関
連
投

資
単
独
事
業
(

F

M

)

に
対
し
て
削
減
効
果
が
あ
る
。

ま
た
予
想
さ
れ
る
通
り
、
非
裁
量
的
財
政
余
剰
(
同
)
の
係
数
は
す
べ
て

の
単
独
事
業
に
つ
い
て
有
意
に
正
の
符
号
を
示
し
て
お
り
、
全
般
的
に
単

独
事
業
を
誘
発
す
る
効
果
が
あ
る
。

同
市
町
村
類
型
別
の
推
計

市
町
村
に
お
け
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
何
ら
か
の
指
標
に
よ
っ
て
類
別
し
た
市
町

《
ノ

l
ト
》

補
助
金
主
市
町
村
の
財
政
支
出

村
ご
と
に
推
計
を
行
な
い
、
類
型
差
を
析
出
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
指
標
と
し
て
、
農
山
村
・
山
村
な
ど
の
経
済
地
帯
別

区
分
、
市
町
村
内
純
生
産
に
占
め
る
農
業
の
割
合
や
農
業
就
業
人
口
比
率

な
ど
の
農
業
依
+
仔
度
、
窪
谷
〔
4
〕
に
よ
る
福
島
県
下
市
町
村
の
主
成
分

分
析
の
結
果
な
ど
、
考
え
う
る
さ
ま
ざ
ま
な
指
標
に
よ
り
市
町
村
を
類
別

し
て
推
計
を
行
'
な
っ
た
が
満
足
す
べ
き
結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
比
較
的
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
の
が
、
住
民
一
人
当
た

り
の
分
配
所
得
額
を
基
準
に
分
類
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
以
下
、
そ
の
結

果
を
示
し
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
八
三
中
巾
町
村
の
う
ち
、
住
民
一
人
当
た
り
分
配
所
得
額
の
大
き

い
順
に
並
べ
、
ト
ム
位
四
一
市
町
村
を
「
高
所
得
市
町
村
」
、
下
位
四
二
市

町
村
を
「
低
所
得
市
町
村
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
、
二
つ
に
類
別
し
た
う
え

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
ご
と
に
推
計
を
行
な
っ
た
。

第
い
凶
表
お
よ
び
第
同
表
が
そ
の
結
果
で
あ
る
。
ま
ず
投
資
項
目
か
ら
み

る
と
、
同
一
項
目
で
は
補
完
関
係
に
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
(
た
だ

し
低
所
得
市
町
村
で
は
同
三
と
♂
自
に
は
有
意
な
関
係
が
な
い
。
)
ま
た
、

生
活
関
連
投
資
補
助
事
業
包
え
)
は
ど
ち
ら
の
類
型
で
も
全
般
的
に
仇

の
項
目
の
単
独
事
・
業
を
誘
発
す
る
効
果
が
あ
る
。
し
か
し
係
数
の
値
は
高

所
得
市
町
村
の
牛
刀
が
大
き
く
、
単
独
事
業
の
誘
発
金
額
が
大
き
い
。

経
常
サ
ー
ビ
ス
は
、
低
所
得
市
町
村
に
お
い
て
教
育
サ
ー
ビ
ス
内
で
補

助
事
業
と
単
独
事
・
業
と
の
問
に
代
替
関
係
、
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

九
五
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高
所
得
市
町
村
で
は
、
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
内
で
補
完
関
係
が
あ
る
。

ま
た
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
補
助
事
業
(
阿
草
J
が
生
産
関
連
投
資
単
独
事
業

(
F
J
に
対
し
て
強
い
削
減
効
果
、
が
あ
る
。

教
育
サ
ー
ビ
ス
と
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
単
独
事
業
(
炉
酔
と

N
P
J

に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
高
所
得
市
町
村
で
は
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
単
独
事
業
に
対
し
て
は
有
意
に
き
い
て
い
る
説
明
変
数
が
多
い
の
に
か

か
わ
ら
ず
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
単
独
事
業
に
対
し
て
は
、
す
べ
て
の
説
明
変

数
が
O
に
有
意
差
が
な
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
低
所
得
市
町
村
で
は
逆
に
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教
育
サ
ー
ビ
ス
単
独
事
業
の
回
帰
式
に
有
意
な
説
明
変
数
が
多
く
、
社
会

福
祉
サ
ー
ビ
ス
単
独
事
業
で
は
少
な
い
と
い
う
対
照
的
な
結
果
、
が
生
じ
て

い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
事
実
は
何
で
説
明
し
た
予
算
決
定
方
式
の
分
類
に
則
し
て
考
え
た

場
合
、
高
所
得
市
町
村
で
は
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
単
独
事
業
に
関
し
て

「
外
部
環
境
型
」
の
予
算
決
定
が
妥
当
し
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は

当
て
は
ま
ら
な
い
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
低
所
得
市
町
村
で
は
、
教
育
サ
ー

ビ
ス
単
独
事
業
が
「
外
部
環
境
型
」
に
な
り
、
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
は
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当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

低
所
得
市
町
村
は
農
村
的
な
性
格
が
強
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
事

実
は
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
単
独
事
業
に
つ
い
て
は
、

農
村
的
な
性
格
が
強
い
所
と
弱
い
所
で
は
予
算
決
定
方
式
に
対
照
的
な
違

い
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

注
(

l

)

こ
の
表
の
サ

γ
プ
ル
数
は
、
一

O
市
七
三
町
村
の
計
八
三
で

あ
る
。
こ
れ
は
後
に
説
明
す
る
回
帰
分
析
の
際
に
、
極
端
に
標

準
化
残
差
の
大
き
い
七
町
村
を
異
常
値
と
し
て
除
去
し
た
た
め

《
ノ
l
ト
》

補
助
金
と
市
町
村
の
財
政
支
出

で
あ
る
。

除
外
し
た
町
村
は
、
槽
校
岐
村
・
広
野
町
・
楢
葉
町
・
富
岡

町
・
大
熊
町
・
双
葉
町
・
葛
尾
村
で
あ
る
。

槽
校
妓
村
に
関
し
て
は
、
人
口
が
六
八
六
人
(
五
六
年
三
月

三
一
目
、
住
民
基
本
台
帳
人
口
)
、
人
口
密
度
一
・
八
人
(
一

平
方
キ
ロ
)
と
他
の
町
村
に
比
べ
て
極
端
に
規
模
が
小
さ
い
こ

と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

広
野
町
・
楢
葉
町
・
富
岡
町
・
大
熊
町
・
嘉
尾
村
に
つ
い
て

は
、
原
子
力
発
電
所
建
設
に
伴
い
多
額
の
電
源
立
地
促
進
等
交

九
七



《
ノ
ー
ト
》

補
助
金
と
市
町
村
の
財
政
支
出

付
金
を
閣
と
県
か
ら
受
け
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
c

な
お
双
葉
町
に
関
し
て
は
、
標
準
化
残
差
が
大
き
い
明
確
な

原
因
は
不
明
で
あ
る
。

以
下
、
表
の
注
で
サ
ン
プ
ル
が
入
三
と
あ
る
時
は
、
こ
の
七

町
村
を
除
い
た
も
の
で
あ
る
。

(

2

)

例
え
ば
東
〔
l
〕
は
、
ニ

O
O
市
町
村
の

F

ロ
マ
ハ
セ
ク
シ
ョ

ン
分
析
に
お
け
る
結
果
か
ら
、
「
財
政
規
模
が
建
設
事
業
の
規

模
を
決
定
す
る
要
因
と
い
う
よ
り
建
設
事
業
の
規
模
が
財
政
規

模
を
決
定
す
る
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
し
て
い
る
。

(

3

)

実
効
補
助
率
日
補
助
金
÷
補
助
事
業
費

(

4

)

以
下
の
分
析
手
法
の
基
本
的
枠
組
み
は
、
石
川
山
下
〔
2
〕

に
よ
る
。

(

5

)

医
松
〔
日
〕
、
五
二

t
五
六
頁
。

(
6
〉
【
U
5
2ロ
ぬ
〔
幻
〕
。

(

7

)

野
口
他
〔
日
〕
第
六
章
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参
照
せ
よ
。

(

8

)

経
費
を
一
人
当
た
り
金
額
に
換
算
す
る
こ
と
は
投
資
の
場
合

多
少
問
題
が
あ
る
。
社
会
資
本
ス
ト
ッ
タ
の
場
合
、
一
人
当
た

り
金
額
に
換
算
し
て
意
味
が
あ
る
の
は
生
活
関
連
社
会
資
本
ス

ト
ッ
ク
の
場
合
だ
け
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
経
費
を
一
人
当
た
り
金
額
に
換
算
せ
ず
、
説
明

変
数
に
人
口
・
面
積
を
加
え
た
回
帰
式
も
推
計
し
た
が
、
こ
の

二
変
数
に
関
し
て
は
、
い
ず
れ
も
有
意
な
結
果
を
得
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。

九
八

社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
県
別
比
較
に
関
し
て
は
鮫
島
〔
B
〕

お
よ
び
田
村
〔
叩
〕
を
参
照
せ
よ
。

(

9

)

P

ロ
司
ハ
セ
ク
シ
ョ
ン
の
回
帰
分
析
の
場
合
に
は
、
デ
l
F
の

観
測
値
に
み
ら
れ
る
個
々
の
標
本
の
分
散
が
大
き
い
場
合
に
は
、

そ
デ
ル
自
体
は
満
足
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
も
決
定
係
数
の
値

が
低
い
と
い
う
こ
と
は
起
こ
り
う
る
。
ピ
ン
デ
ィ

y
p
H
ル
ピ

ン
フ
ェ
ル

γ
〔
凶
〕
、
四
四
頁
。

(
ぬ
)
投
資
を
分
割
せ
ず
に
一
本
で
推
計
し
て
い
る
、
石
H
山
下

〔
2
〕
の
結
果
で
も
、
投
資
的
経
費
は
全
体
と
し
て
補
完
関
係

に
み
め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

五
、
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

本
稿
の
分
析
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
主
要
な
知
見
を
要
約
す
る
と
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

国
民
経
済
に
お
け
る
地
方
財
政
の
比
重
は
増
大
傾
向
(
特
に
投
資

主
体
と
し
て
〉
に
あ
る
。

ω
昭
和
四
0
年
代
後
半
に
高
度
経
済
成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
移
行
す

る
過
程
で
地
方
税
収
入
が
伸
び
悩
ん
だ
の
に
対
し
、
移
転
支
払
い
の

経
費
の
伸
び
に
変
化
か
無
か
っ
た
た
め
、
地
方
公
共
団
体
は
人
員
の

配
置
な
ど
で
あ
る
程
度
の
努
力
を
し
た
が
、
深
刻
な
財
政
危
機
に
陥

い
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ω
こ
の
た
め
地
方
債
の
増
発
が
な
さ
れ
、
昭
和
五

0
年
代
に
入
っ
て



か
ら
も
公
債
費
の
伸
び
が
続
い
て
お
り
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
自

由
度
は
狭
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
補
助
金
の
比
重
は
低
下
し
て

、
こ
、
。

U
手

zhu

凶
以
上
の
全
国
的
動
向
を
踏
ま
え
て
福
島
県
下
市
町
村
を
分
析
し
た

結
果
に
よ
れ
ば
、
農
林
水
産
・
土
木
関
係
の
建
設
事
業
費
は
、
補
助
・

単
独
事
業
を
関
わ
ず
、
住
民
一
人
当
た
り
金
額
の
ば
ら
つ
き
が
比
較

的
小
さ
い
。

岡
市
町
村
の
歳
出
総
額
は
経
済
力
で
は
な
く
、
人
口
で
決
ま
っ
て
い

る
面
が
強
い
。

附
投
資
二
項
目
、
経
常
サ
ー
ビ
ス
三
項
目
の
単
独
事
業
を
被
説
明
変

数
と
す
る
支
出
関
数
を
推
計
し
た
結
果
に
よ
る
と
、
投
資
二
項
目
に

は
補
助
事
業
費
が
増
加
す
る
と
市
町
村
が
そ
れ
に
単
独
事
業
を
上
乗

せ
す
る
と
い
う
補
完
関
係
が
あ
る
。

川
生
活
関
連
投
資
の
補
助
事
業
は
他
の
す
べ
て
の
項
目
の
単
独
事
業

を
誘
発
す
る
効
果
を
も
っ
。

側
一
人
当
た
り
分
阻
所
得
を
基
準
に
高
所
得
市
町
村
と
低
所
得
市
町

村
に
分
け
た
場
合
、
投
資
項
目
に
は
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。

経
常
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
は
、
高
所
得
市
町
村
で
は
社
会
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
単
独
事
業
を
各
項
目
の
補
助
事
業
が
良
く
説
明
し
て
い
る
の

に
対
し
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
単
独
事
業
に
対
し
て
は
有
意
な
結
果
が

得
ら
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
低
所
得
市
町
村
は
こ
の
逆
に
な
っ
て

《
ノ
I
ト
》

補
助
金
と
市
町
村
の
財
政
支
出

お
り
、
対
照
的
で
あ
る
。

最
後
に
本
稿
で
残
さ
れ
た
課
題
を
述
べ
て
結
び
と
し
た
い
。

ま
ず
技
術
的
な
問
題
と
し
て
は
、
資
料
的
に
困
難
は
あ
る
が
、
決
算
書

な
ど
か
ら
直
接
市
町
村
の
経
常
サ
ー
ビ
ス
の
実
効
補
助
率
を
求
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
投
資
項
目
に
つ
い
て
は
、
生
産
関
連
投
資
の
中
に
農
林

水
産
事
業
費
に
計
上
さ
れ
る
農
遭
か
含
ま
れ
て
い
る
の
で
こ
れ
を
生
活
関

連
投
資
の
項
目
に
移
し
て
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
本
稿
の
分
析
枠
組
み
は
政
策
形
成
モ
デ
ル
の
諸
類
型
で
は
、(

l
)
 

最
適
化
モ
デ
ル
の
う
ち
の
政
府
目
的
の
最
大
化
モ
デ
ル
の
系
統
に
属
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
徹
底
す
る
た
め
に
は
目
的
関
数
と
制
約
条
件
を

(
2〉

明
示
し
て
、
こ
れ
と
整
合
的
な
支
出
関
数
を
計
測
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る。
そ
の
際
に
は
、
目
的
関
数
の
中
に
フ
ロ

l
の
変
数
だ
け
で
は
な
く
、
社

会
資
本
ス
ト
ッ
ク
や
地
方
債
残
高
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
の
変
数
を
も
導
入
す

べ
き
で
あ
る
。

ま
た
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
の
み
で
な
く
、
時
系
列
デ
l
タ
に
よ
る
推
計

を
し
て
結
果
を
比
較
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
恩
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

注
(

l

)

政
策
形
成
モ
デ
ル
の
諸
類
型
に
つ
い
て
は
野
口
〔
凶
〕
を
参
照
。

〈

2
)

政
府
目
的
の
最
大
化
モ
デ
ル
と
し
て
は
、
二
次
形
式
の
効
用

関
数
を
用
い
た

O
E
S
-
-
n
r
H
の
と
同
百
円
〔
5
〕
が
有
名
で
あ
る
。

九
九
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要
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補
助
金
と
市
町
村
の
財
政
支
出

|
|
福
島
県
下
市
町
村
を
例
と
し
て

|
l

石滑

清純

史ー

原水

高
度
経
済
成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
の
移
行
の
中
で
国
家
財
政
同
様
、
地

方
財
政
も
深
刻
な
危
機
に
陥
っ
た
。
こ
の
過
程
で
市
町
村
財
政
の
補
助
金

へ
の
依
存
度
の
高
さ
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
補
助
金
と
市
町
村
の
財
政
支
出
の
関
係
を
定
量
的
に

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
福
島
県
下
の
市
町
村
を
対
象
に
ク
ロ
ス
セ
ク

シ
ョ
ン
分
析
を
行
な
っ
た
。

ま
ず
、
国
民
経
済
に
占
め
る
地
方
財
政
の
比
重
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
後
に
、
市
町
村
を
中
心
に
近
年
に
お
け
る
地
方
財
政
の

動
向
を
歳
入
・
歳
出
の
構
成
変
化
を
中
心
に
概
観
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
地

方
公
共
団
体
は
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
に
陥
っ
た
地
方
財
政
の
危
機
の

状
態
か
ら
完
全
に
は
回
復
せ
ず
、
今
後
も
補
助
金
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な

い
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
地
方
財
政
の
危
機
の
原
因
は
、

高
度
経
済
成
長
時
代
に
形
成
さ
れ
た
財
政
構
造
が
安
定
成
長
期
に
入
っ
て

か
ら
も
不
変
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

以
上
の
全
国
的
動
向
を
把
握
し
た
う
え
で
、
福
島
県
下
市
町
村
の
財
政

五

を
ま
ず
、
既
存
の
統
計
分
類
に
従
っ
て
整
理
し
た
結
果
、
農
林
水
産
・
土

木
関
係
の
建
設
事
業
は
、
補
助
・
単
独
事
業
を
問
わ
ず
、
住
民
一
人
当
た

り
金
額
で
は
市
町
村
閣
の
ば
ら
つ
き
が
相
対
的
に
小
さ
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

次
に
、
経
済
分
析
を
行
な
う
際
の
既
存
統
計
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
こ

れ
に
代
替
す
る
分
類
と
し
て
投
資
二
項
目
、
経
常
サ
ー
ビ
ス
三
項
目
と
補

助
・
単
独
事
業
と
の
ク
ロ
ス
分
類
表
を
提
示
し
た
。

以
上
の
準
備
作
業
の
後
、
補
助
金
が
市
町
村
の
財
政
支
出
に
及
ぼ
す
影

響
を
析
出
す
る
た
め
、
各
項
目
の
単
独
事
業
費
を
被
説
明
変
数
と
し
、
各

項
目
の
補
助
事
業
費
を
説
明
変
数
と
す
る
回
帰
式
五
本
を
計
測
し
た
。
こ

の
結
果
、
投
資
二
項
目
そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
事
業
と
単
独
事
業
と
の
間
に
は

補
完
関
係
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
生
活
関
連
投
資
の
補
助
事
業
に
は
他
の
項

目
の
単
独
事
業
を
誘
発
す
る
効
果
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

最
後
に
、
-
人
当
た
り
分
配
所
得
の
大
き
さ
を
基
準
に
市
町
村
を
二
つ

に
類
別
し
同
様
な
計
測
を
行
な
っ
た
。
必
ず
し
も
満
足
す
べ
き
結
果
は
得

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
高
所
得
市
町
村
と
低
所
得
市
町
村
と
で
は
、
社
会
福

祉
サ
ー
ビ
ス
と
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
単
独
事
業
の
決
定
方
式
に
対
照
的
な
違

い
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
結
果
が
得
ら
れ
た
。
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[環境設定／ユーザー情報ダイアログで個人と組織の情報を入力します。]



概要



文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。





		手動チェックが必要: 2



		手動チェックに合格: 0



		手動チェックに不合格: 0



		スキップ: 1



		合格: 13



		不合格: 16







詳細レポート





		文書





		ルール名		ステータス		説明



		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要



		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない



		タグ付き PDF		不合格		文書がタグ付き PDF である



		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる



		優先言語		合格		テキスト言語の指定



		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている



		しおり		不合格		大きい文書にしおりが存在する



		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である



		ページコンテンツ





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きコンテンツ		不合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている



		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている



		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している



		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定



		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている



		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない



		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし



		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない



		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない



		フォーム





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている



		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある



		代替テキスト





		ルール名		ステータス		説明



		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要



		ネストされた代替テキスト		不合格		読み上げられない代替テキスト



		コンテンツに関連付けられている		不合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある



		注釈を隠している		不合格		代替テキストが注釈を隠していない



		その他の要素の代替テキスト		不合格		代替テキストが必要なその他の要素



		テーブル





		ルール名		ステータス		説明



		行		不合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある



		TH と TD		不合格		TH と TD が TR の子である必要がある



		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要



		規則性		不合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある



		概要		スキップ		テーブルに概要が必要



		箇条書き





		ルール名		ステータス		説明



		箇条書き項目		不合格		LI は L の子である必要がある



		Lbl と LBody		不合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある



		見出し





		ルール名		ステータス		説明



		適切なネスト		不合格		適切なネスト










先頭に戻る

